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毎月 1日・ 16日発行

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

「市民と市長の日」は中止

毎月 1日に行われていました「市民

と市長の日」は、当分の間休ませてい

ただきます。ご了承ください。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 3月1日(月)午前

8時30分から午後 5時まで、市役所2
階農業委員会事務局で行います。お気

軽におでかけください。

主な内容

石井市長が急逝…・一一...………………一・…ー・・・・……一..一… 2ページ

石井市政8年の歩みー・・・・ー・…………・一一.....一…………・ー… 3ページ

昭和55年度の決算状況一....…ー…・一-・・・……・・・・・ー……一.4-6ページ

長野県心身障害者扶養共済制度にご加入を・ー……ー・……… 7ページ

健康づく り、成人病の予防…………・ー…・・・………・ー…ー・… 8ページ

定期監査の結果公表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9ページ

市営住宅古里団地の入居者を募集…一....………ー・………・ー10ページ

固定資産税、 課税台帳の縦覧は 4月に延期・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ー 11ページ

全国火災予防運動、 2月28日-3月13日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.12ページ
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八
年
余
に
わ
た
り

市
長
に
初
当
選
。
以
来
八
年
三
か
月
、

市
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
政

党
政
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
市
長
と
し
て

市
政
一
筋
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
長
在
任
中
は
、
県
市
長

会
副
会
長
、
全
国
市
長
会
理
事
な
ど
の

要
職
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
に
は
、
昭
和
六
十
年

度
を
目
標
と
し
た
上
田
市
長
期
基
本
構

想
に
着
手
し
、
上
田
市
が
J
め
た
た
か

い
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
。
と
し
て
一
層

発
展
す
る
よ
う
、
計
画
的
行
財
政
の
推

市
政
に
大
き
な
足
跡

石井泉市長(74歳)は、 2月 4日午後

|時 8介、心不全により松本市の信大付

属病院で急逝いたしました。ここに謹ん

でお知らせします。

石井市長は、 2日から精密検査をかね

て同病院に入院していましたが、 4日の

午前 10時過ぎに容体が急変し、そのまま

帰らぬ人となりました。

石
井
市
長
は
、
昭
和
三
十
年
旧
泉
田

村
村
長
、
上
田
市
に
合
併
後
は
昭
和
三

十
四
年
か
ら
上
田
市
議
会
議
員
を
連
続

三
期
、
こ
の
間
上
田
市
議
会
議
長
も
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に
は
、
上
回

V昨年11月、三選を果たし、市民や

職員に拍手で迎えられ、初登庁

する石井市長

進
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
構
想
も
今
日
ま
で
着
々
と
実
現

し
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
、
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
、
自
然
運
動
公
園
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
す
で
に
完
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
や
保

育
園
の
務
備
、
下
水
道
事
業
の
拡
充
整

備
、
障
害
者
福
祉
都
市
事
業
や
児
童
福

祉
の
推
進
、
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど

に
も
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
月
の
市
長
選
挙
で
三
選
を
果

た
し
て
か
ら
も
、
小
牧
橋
の
建
設
、
上

回
バ
イ
パ
ス
や
浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道

の
早
期
開
通
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
た
だ
け
に
、
突
然
の
死
は
大

変
惜
し
ま
れ
ま
す
。

市葬は2月25日市民会館で
石井市長の葬儀はい市葬、、として、 2月25日休)午後

1時から、市民会館(上回公園内)で行し、ます。(勝手

ながら、ご供花ご香典の儀はご辞退申し上げます)

市民の皆様には、この広報をもちまして、市葬の

通知に代えさせていただきます。なお、会場は駐車

場が狭いため、車でのご会葬はご遠慮ください。

6
月
自
然
運
動
公
園
の
流
水
・
ス
ラ

イ
ダ

l
プ
ー
ル
な
ど
完
成
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石井市政8年の歩み4

司
昭
和
引
年

2
月
、
北
向
観
音
の
節
分
会
で
の
ス
ナ
ッ
プ

F
色

F

，
札
叶

、

企昭和49年 5月、古舟橋開通記念祝賀式で護り初めを

する石井市長(中央)

企昭和55年 7月、信漉国分寺資料館の開館式で

山浦国嗣夫妻を案内する石井市長(右端)

企昭和何年 7月、上回わっしょいでオープンカーに乗り、

出石町長(右)とともに市民にあいさつ

マ
昭
和
柑
年

日

月

上

田

市

長
に
初
当
選

マ
昭
和
柑
年

2
月
有
線
放
送
「
市
長
さ
ん
に
聞
く
」

始
ま
る

5
月
川
西
村
合
併
、
古
舟
橋
開
通
記

念
祝
賀
式
を
行
、
7

7
月
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
完

成
刊
月
上
回
点
字
図
書
館
が
新
築
移
転

マ
昭
和
凶
年

1
月

提

言
箱
「
こ
だ
ま
」
を
設
置

5
月
第
一
回
資
源
活
用
広
場
を
開
催

6
月
「
市
民
と
市
長
の
日
」
を
実
施
、

古
舟
橋
の
取
り
付
け
道
路
全
線
開
通

9
月
上
田
市
長
期
基
本
構
想
策
定

マ
昭
和
引
年

4
月
働
く
婦
人
の
家
完
成

7
月

第

一
回
部
落
差
別
を
な
く
す
市

民
大
行
動
実
施

8
月

全

国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

開
催

9
月
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
期
成

同
盟
会
が
発
足

マ
昭
和
臼
年

1
月
自
然
運
動
公
園
に
着
手

3
月
千
曲
川
市
民
運
動
公
園
グ
ラ
ン

ド
完
成
、
東
塩
田
老
人
集
会
所
完
成

7
月
第
一
期
公
共
下
水
道
処
理
施
設

完
成

叩
丹
市
長
に
再
選
さ
れ
る

マ
昭
和
日
年

4
月
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
「
し

い
の
み
園
」
開
国

6
月
自
然
運
動
公
園
の
流
水
・
ス
ラ

イ
ダ
|
プ
ー
ル
な
ど
完
成

7
月

人

口

日

万

人

達
成

叩
月
や
ま
び
こ
国
体
開
催

日
月
各
支
所
と
市
役
所
を
結
ぶ
模
写

電
送
装
置
が
始
動

マ
昭
和

M
年

1
月
市
道
別
所
越
戸
線
開
通

3
丹
市
初
の
二
階
建
て
東
部
保
育
園

完
成

4
月
県
立
上
回
養
護
学
校
開
校

6
月

県

下

で

初

の

障
害
者
福
祉
都
市

の
指
定
受
け
る

8
月

「
市
民
憲
章
、
市
木
・
市
花
」
制
定

叩
月
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成

日
月
鎌
倉
市
・
出
石
町
・
上
越
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
、
市
制
施
行

ω周

年
記
念
式
典
を
行
う

マ
昭
和
白
年

4
月
上
田
市
関
越
道
上
越
線
建
設
促

進
協
議
会
が
発
足
、
新
母
子
寮
完
成

7
月

信
濃
国
分
寺
資
料
館
完
成
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

日
月
市
役
所
南
庁
舎
完
成

ロ
月
上
回
バ
イ
パ
ス
着
工

マ
昭
和
同
年

3
月
第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
完
成
、

市
道
小
島
神
畑
線
開
通

4
月
上
回
南
部
消
防
署
完
成

9
月

自

然

運

動

公

閣
の
総
合
体
育
館

完
成

叩
月
広
域
農
道
の
野
竹
ト

ン
ネ
ル
開

通
、
小
牧
橋
着
工
、
老
人
福
祉
セ

ン

タ
ー
開
館
、
市
長
に
三
選
さ
れ
る
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健全財政を維持

えつ広報号857 一第

=昭和55年度の決算状況=

F 一般会計歳入 188億~万円 a

-

I I依存財源I I自主財源

市(36.8%) 69憶3，268万円

債市(12.6%) 23億7，470万円

国産支出金( 12.1%) 22億8，961万円

地方交付税(11.0%) 20億7，574万円

入ヰE諸(8.2%) 

金仁コ
使 用 料 手 数 料 口

地方譲与税口

白票喜界Z口

(6.2%) 11憶6，605万円

|15億3，780万円

rーー一一
県支出金

(3.9%) 7億3，225万円

入

(1.7%) 3億 1，482万円( 1.1%) |憶9，930万円費

越繰( 1.5%) 2憶9，256万円(2.8%) 881万円51意費防

( 1.3%) 2億4，247万円(4.9%) 費 l9憶 1，51同

11憶4，871石 l(6務)

(9.8%) 

債

つ議会
| |消

繰(2.7%) 350万円5億(0.3%) 4，733万円費働万円

万円

万円

万円

( 1.1%) 125万円2億費生

(0.6%) l憶し376万円630万円18槽:費工商

附寄(0.2%) 3，025万円( 10.0%) 18憶5，524万円農林水産業費

( 13.3%) 24憶6，144万円費務総

( 14.9%) 27億5，996万円費育

昭和55年度一般会計、特別会計、企業会計の

決算が、 12月定例市議会で認定されましたので、

その内容を公表します。

一般会計は、収入総額188億2，418万余円、支

出総額185億659万余円で差し引き3億 1，759万余

円の黒字決算(実質収支は、翌年度繰越額696万
余円を差し引き、3億 1，062万余円の黒字)で終了

し、昭和55年度も健全財政を維持しました。こ

れを前年度と比較しますと、収入総額では13.2
%、支出総額では13.3%それぞれ伸びています。

特別会計は、各会計とも計画どおりの事業を

行い、国民健康保険事業など 7会計とも黒字で

終了しました。

企業会計は、独立採算制を目途に努力し、農

業共済事業、産院事業については黒字で終了し

ました。水道事業については、昭和50年 4月以

降すえ置かれていた水道料金の減収により、赤

字決算となりました。

(注)グラフなどの万円以下は、切り捨ててあります。

川
」
巨
巨

( 15.5%) 28憶7，262万円費木

(21.2%) 

F一般会計歳出[(:J;j億 659万円 a
39億3，166万円費生
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砂本庁舎の東南隣接地に、地上 6階、地下 1階の 南 庁 舎 が 昭 和55年 11

月に完成。

V昭和55年から 2年計画で自然運動公園に建設を進めていた総合体育

館が昨年 9月完成。

土木費

一般会計の主な使いみち

道路改良舗装工事費(304件)

自然運動公図工事費

市営住宅建設費(古里団地)

都市計画街路事業工事費

橋りょう新設改良工事費(16件)

7億 1，925万円

4億7，289万円

1億4，422万円

1億 1，569万円

5，229万円

老人医療費給付金 4億 7，101万円

生活保護扶助費 2億6，294万円

老人福祉センター建設工事費 2億 3，339万円

児童手当支給額 E億6，336万円

身体障害者住宅建設工事費(7世帝)4，388万円

相染問浴場増築工事費 4，010万円

同和対策生活環境整備費 2，784万円

障害福祉都市関係工事費 2，676万円

保育園増改築等工事費 1，214万円

農 I也 費

農業改善事業費

同和地区農業振興tJ(

農村総合整備モデル事業費

農業振興費

4億8，068万円

2億 3，230万円

2億 1，223万円

1億8，352万円

1億4，955万円

第二学校給食
センター工事費

学校建設工事費
{北小松骨 神川小プール)

小中学校
改築工事費

神川地区公民館
新築工事費

第 857号 一

3億 248万円

2f窓9，923万円

1億2，074万円

9，811万円

融資預託金 12億4，200万円

勤労者体育セ ン
ター建設合築費 5，566万円

一第

出

円の

余円

し、

れを
白/
/0、'>fj

特

行い、

終了 U
企宅

業共1

ましだ

降すえ]

字決算

(注)勿

口

信

仁コ
仁三
巨三
巨三
I.#*~ 
区E
I ~ ~ 

巨三
E三

a 
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二昭和55年度の決算状況二

特別会計の収支決算

事 業 名 決

土地取得事業
歳入 4億 325万円

歳 出 3f意6，135万円 l

国民健康保険事業
歳入 29億7，082万円

歳出 28億8，275万円

交通災害共済事業
歳入 2，923万円

歳出 2，814万円

塩 田 有 線 放 送 電 話 事 業
歳入 4，520万円

歳出 4，104万円

同和地区住宅新築 歳入 5億8，806万円

資金等貸付事業 歳出 5億5，304万何

公共下水道事業
歳入 14億6，894万円

歳出 14億4，708万円

福祉事業センタ一事業
歳入 1億1，737万円

歳 出 l億1，722万円

*土地取得事業

0公有財零 購入 状況(8件)
0補償補噴状況(6件)

*国民健康保険事業

o国民健康保険加入状況

世帯数 13，626世帯 (加入率 40.49%)
被保険者数 35，881人 (加入率 31.90%) 

0保険給付状況

件数 279，962件
費用額 36億 4，504万円

。受診率

年間 1人当り 6.5件
。高額療養費給付状況

件数 4，670件
給付額 2億 3，058万円

*交通災害共済事業

0共済掛金収入 (91，286人)

0 見舞金支給額 (417件 )

*塩固有線放送電話事業

0加入者数 3，674人
*同和地区住宅新築資金等貸付事業

0貸付額 (77件) 3億7，930万円

*公共下水道事業

0 公共下水道建設費 9億3，980万円

。下水道処理場費 1億2，238万円

*福祉事業センタ一事業

0利用実人員 104人
0作業工賃 7，052万円

特別会計の事業状況

727万円
362万円

2，179万円
2，173万円

号一

長
野
県
山
身
障
害
者

〈

也

前

金

v

マ
四
十
五
歳
未
満
で
基
本
保
険
に
加
入

入
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
県
に
加
入
申
し

企業会計の収益的収支決算

IEι 1 業 名 決 算 吉買

農業共済事業
歳入 : 1f意7，684万円

歳出 : 1億6，839万円

産院事業
歳入 1憶9，695万円

歳 出 1 1億9，586万円

歳入:
水道事業

6億8，670万円 l

歳 出 ; 7億7，614万円

企業会計の資本的収支決算

iEニ 業 名 決 算 在員

農業共済事業
歳入

歳出

産 院 事 業
歳入 212万円

歳出 596万円

水 道 事 業
歳入 7億6，359万円

歳出 8億2，383万円

*農業共済事業

0農作物共済関係被害

被害者数 420人、支払共済金 1，462万円
。蚕繭共済関係被害

被害者数 45人、支払共済金

0家畜共済関係事故

①死療事故
頭数 498頭、支払共済金 1，543万円

②病傷事故
件数 1，694件、支払共済金 1，045万円

。果樹共済関係被害

被害者数 67人、支払共済金 542万円

。畑作物共済関係

引受なし

0闇芸施設共済関係被害
被害者数 8人、支払共済金 103万円

*産院事業
0病院経営の主体である利用者数

入院患者数延べ 7，245人
外来患者数延べ 10，466人
出生児数 496人

*水道事業
0給水の状況

給水戸数 28，276戸
給水人口 92，299人
年間有収水量 10，947，548m' 

年間総:配水量 15 ，727 ， 047 m' 

O拡張工事の概況
か所数 35か所、工・1手費 4億4，872万円

。建設改良工事の概況
か所数 35か所、工事資 8，900万円

。保存工事の概況 (30万円以上)

か所教 39か所、工事費 5，979万円

企業会計の事業状況

401万円

O
特
例
加
入
制
度
は
、
市
が
窓
口
と
な

っ
て

い
ま
す
。
加
入
申
し
込
み
は
、





と
れ
た
食
事
と
適
度
な
運
動
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
睡
眠
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と

り
、
寝
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

ーレょ、
7
。

肥
満
は
、
成
人
病
は
じ
め
多
く
の
病

気
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食
べ

過
ぎ
や
運
動
不
足
に
は
注
意
し
ま
し
ょ

、
司

J

。長
寿
の
人
は
、
「
あ
ま
り
ク
ヨ
ク
ヨ
せ

ず
、
食
べ
物
は
好
き
嫌
い
せ
ず
、
腹
八

分
と
し
、
早
寝
早
起
き
」
を
す
る
の
が

長
寿
の
秘
け
つ
だ
と
言
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
自
分
自
身
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作

り
、
規
則
正
し
い
生

が
け
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
必
ず
生
活
環
境
課
へ
、
+
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

だ 昭和57年 2月16日一一一 (8)ー

成
人
病
の
予
防

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を

w
不
用
品
登
録
情
報
H

と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
二
十
四
日
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

く
ご
存
じ
の

こ
と
で
し
ょ

う
。
ど
の
家

庭
で
も
、
う

す
味
の
食
事

を
心
が
け
て

お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の

他
に
も
野
菜
や
た
ん
白
質

(
牛
乳
、

卵、

卜
ウ
フ
、
肉
、
魚
な
ど
)
を
た
っ
ぷ
り

と
食
べ
、
部
屋
を
院
か
く
す
る
こ
と
で

脳
卒
中
は
大
分
防
げ
ま
す
。

ガ
ン
は
、
最
近
色
々
な
予
防
法
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
上
田

市
で
も
春
か
ら
胃
検
診
、
乳
房
検
診
、

子
宮
蝋
カ
ン
検
診
を
行
い
ま
す
の
で
、

年
一
回
は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

心
臓
病
は
、
コ
レ

ス
テ

ロ
ー
ル
の
と

り
す
ぎ
、
運
動
不
足
、
タ
バ
コ
な
ど
が

原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
家
の
中
に
い
て

運
動
不
足
の
女
性
や
男
性
で
も
、
車
ば

か
り
使
っ
て
歩
か
な
い
人
は
要
注
意
で

す
。
冬
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
コ
タ
ツ
に

し
が
み
つ
い
て
い
る

の
も
考
え
も
の
で

す。

主

• 不用品登録情報 その⑩(主なもの) ( 2月8日現冶 )

ゆずります 〈希望価格〉 ゆ ず っ てください

学科カラー百科 (10巻) 5，000円 剣道の防具一式(中学生)

』 ベビーベ ッ ド (半年使用) 1，000円 子供用スケート GLfff)
歩行器 (，IJ;) 無料 軽自動卓用スパイクタイヤ

タイヤチェー ン (600-12) 500円 ヵ-スオーフ酬ン

スパ イクタイヤ 各椛 二段ベ ッ ド、応接セ y ト

ノ〈イク250c.c(51年7月、1，500km) 20，000円 電気スタンド

ステ ンレスiiff.し台 (2年使用) 3，000円 カラーテレビ

都市ガスプロ一式 (2年使用) 40，000円 足踏みミシン

制 機 (7か月使用) 30，000円 ステレオラ ジオカセ y ト

都市ガス湯わかし器 (2年使用) 2，000円 電気十日}除機

折りたたみ机 (8fi) 1 fi 5，500円 電気オルガン

折りたたみイス (30脚) 1脚 1，250円 単イス、組立物~'，:

その他バイク50cc、プロパン ガス7・ロなと'もあります。 イー供用 fl転'It(20インチ)

@登録期聞は 6か月としますのでご了承願います。

立
春
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
ま
だ
寒
さ
は

厳
し
く
、
春
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。
体
の
調
子
は
い
か
が
で
す

A
M
 一

一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
成
人
病

予
防
迎
聞
で
し
た
の
で
、
今
回
は
成
人

病
の
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環I克課生活係

(D@4100内線301)へお気軽にニ'連絡を。
o紹介後のトラブルなどについては、責任を負、、かねますのでご了承くださし、。

定

期

健

康

えつ

さ
て
、
忘
れ
て
い

期
健
康
診
断
で
す
。

歩
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
い

日
ご
ろ
自
分
の
健
康

を
重
ね
て
い
る
方
も

、「ノ。
市
役
所
保
健
予
防

じ
め
市
内
各
地
で
曜

相
談
室
を
聞
い
て
い

用
く
だ
さ
い

。

家
族
全
員
の
健
康

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
康
相
談
室
に
つ

わ
せ
は
、
保
健
予

1
0
0
内
線
2

8

2
1
)
 

広報

脳
卒
中
・
ガ
ン
・
心
臓
病

上
田
市
で
も
、
全
死
亡
の
約
六
割
の

方
が
三
大
成
人
病
と
言
わ
れ
て
い
る
脳

卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
で
亡
く
な
ら
れ

て
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
、
た

ん
ぱ
く
質
の
不
足
、
寒
さ
に
よ
っ
て
血

圧
が
上
が
る
こ
と
が
原
因
と
考
、
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
寒
い
日
が
続
く

と
血
圧
が
高
く
な
っ
て
い
る
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
食
塩
を
一
日
十

g
に
抑
え
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
昨
年

か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
皆
き
ん
よ

号857 

腹
八
分
と
早
寝
早
起
き

大 す

効

♂コし、

とお

56 

守

憲
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g
に
抑
え
よ
う
と
い
う

こ
と
は
、
昨
年

か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
皆
さ
ん
よ

1
0
0
内
線
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脳
卒
中
も
心
臓
病
も
、
バ
ラ
ン
ス
の

ー (9)一一一一昭和57年 2月16日 広報う

重重百

} 1.監査の期間

昭和56年 9月10日から昭和56年12月25日まで

2.監査の範囲

昭和55年度における財務に関する事務処理の状況、

契約及び工事の状況等について

3.監査の対象

秘書課

応急工事謀

総務部

; 総務課、企画調整課

社会部

福祉課(点字図書館)、社会課(勤労青少年ホーム、

5 相染閣)、児童保育課(乳児院、母子寮、 27保育園)

同和対策課、福祉事業センター(西塩田事業所、

中塩田事業所、川西事業所)、報恩寮、老人福祉セ

ンタ一、川西社会福祉センタ一、塩田解放会館、

城南解放会館、中央解放会館

教育委員会

庶務課、学校教育課(17小学校、 7中学校)、社会

教育謀、同和教育謀、体育課(体育施設管理事務

所、自然運動公園管理事務所、勤労者体育セ ンタ

ー)、中央公民館、西部公民館、城南公民館、 上野

が丘公民館、塩田公民館、川西公民館、図書館、

博物館、信濃国分寺資料館、山本鼎記念館、 学校

給食センター

4.監査の結果

各所管における財務に関する事務は、おおむね適正

に処理されているものと認めた。

それぞれの監査か所における細部の指摘事項につい

f ては、そのつど注意または改善を促した。

各所共通のおもな指摘事項については、別記のと お

りであ‘る。

今後とも行政の多様化にともない、ますます増大す

る事務処理にあたっては、常に能率化に意を用い、 効

率的執行に配意されるよう望むものである。

(別記)

0支出月計表の盤理の仕方が悪い課所が多〈見受け ら

れたので、財務会計の手引きを参考にされ、十分な

整備をされるよう心がけられたい。

第 857号一だえ

泉殿

量平殿

上田市監査委員小池

同 竹内

定期監査の結果について(報告)

地方自治法第199条第 3項の規定により実施した昭和56
年度第 2固定期底査の結果を次のとおり報告します。

記

定期監査の結果公表
石 井

松 野

上田市長

上田市議会議長
今愈

選挙の知識
守

憲義

公職の選挙 (2)

選挙の種類

選挙の種類といった場合、通常は公職の選挙のた…

によって分類されますが、選挙の行われる事由によっ

ても、次のような分け方がされます。

1.総選挙

任期満了、または解散により行われる選挙で、衆

議院議員の定数全員について行われる選挙。

2.通常選挙

参議院議員は、 3年ごとに半数が改選きれますが

在任期聞の閉じ全国選出議員、地方選出議員が、任

期満了により改選される選挙。

3.一般選挙

地方公共団体(都道府県・市町村)の議会の議員の

定数全員について行われる選挙で、主に任期満了、

議会の解散などの事由によって行われます。また、

選挙の全部無効の結果当選人がすべてなくなったと

き、死亡、退職、その他の事由で議員または当選人

がすべてなくなったときにも行われます。

4.地方公共団体の長の選挙

都道府県知事、市町村長の選挙で、任期満了、長

の欠員(死亡、被選挙権喪失など)、退職の申し出が

あった場合などに行われる選挙。

5 .設置選挙

新たに市町村の設置があったときに、その議会の

議員や長を選ぶために行われる選挙。

以上のほか、特別な事由が生じて行われる選挙に、

①再選挙=選挙が行われでも、必要な数の当選人が得

られなかったり、当選人が死亡、または失権などによ

り、当選人が一定数に達しなくなったとき、その不足

数を補充するために行われる選挙。②補欠選挙=議員

の死亡、退職などにより、議員の欠員が一定数に達し

た場合、その欠員を補充するために行われる選挙。③

増員選挙=市町村の議会議員の定数が増員されたこと

により行われる選挙。以上のとおり選挙は、その時ど

きの状況に応じて行われます。

国民年金保険料

今月は6期分(57年2・3月)の納入月
納期は2月27日(士)です

市長選挙立候補手続き説明会

0各町の国民年金協力会、または指定金融機関の窓

口へ直接納めてくだきい。

0 口座振替の方は、預金残高をお確めください。

0前期分の納め忘れのある方は、この際同時に納め

てください。

3月1日(月)・市役所で

上田市長選挙の立候補手続きに関する説明会を、

次のとおり開催します。立候補を予定きれている方

は、出席してください。

と き… 3月 1日間、午前 9時

ところ…上回市役所 5階委員会室

上田市選挙管理委員会
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お知らせー
市
営
住
宅

l

古
里
団
地
の

入
居
者
を
募
集

えつ広報

管
理
課
住
宅
係

宮
⑫
4
1
6
0
内
線

3
4
5

市
で
は
、
新
築
し
た
市
営
住
宅
古
里

団
地
(
笹
井
)
の
入
居
者
を
、
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
三

月
二
十
三
日

ωか
ら
三
月
三
十
日

ωま

で
に
、
管
理
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

募
集
団
地
:
・
市
営
住
宅
古
里
団
地
第
一

種
住
宅
二
十
二
戸
・
第
二
種
住
宅
八

一戸

入
居
資
格
:
・
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

市
内
に
勤
め
先
の
あ
る
人
で
、
住
宅

に
困
っ
て
い
る
人
②
同
居
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

(
古
里
団
地
は
三

D
K
以
上
の
住
宅

一 第 857号
i7号ーー

香港の青年訪日友釘親善団の一行34人ガ

1月27日上田市を訪れ、地元の青年だちと

i親しく交涜しましだ。香港の青年は、|まと

jんどの人ガ日本語を学んでいるため、上手
iな日本語で「上田市の人口は'?jなどと賃

i聞していました。

の
た
め
、
単
身
者
の
入
居
は
で
き
ま

せ
ん
)
③
市
営
住
宅
収
入
基
準
に

該
当
す
る
人
(
例

l
給
与
所
得
者
で

扶
養
親
族
一
人
の
場
合
、
第
一
種
住

宅
は
年
間
収
入
百
五
十
七
万
二
千
円

以
上
二
百
二
十
五
万
七
千
九
百
九
十

九
円
以
下
、
第
二
種
住
宅
は
百
五
十

七
万
一
千
九
百
九
十
九
円
以
下
)

抽
選
日
・
場
所
:
・
四
月
九
日
幽
午
前
九

時
三
十
分
、
市
役
所
六
階
会
議
室

県
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を募

集

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

宮
⑮
1
2
6
0
内
線

3
0
4

上
小
地
方
事
務
所
で
は
、
県
営
住
宅

の
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
三
月
一
日
間
か
ら
三

月
十
日
制
ま
で
に
、
合
同
庁
舎
三
階
上

ー
固
定
資
産
税

l

皇
、

E
b

、t
b吾、
l
h
rz
E
Z

募
集
資
格
:
・
消
費
物
資
な
ど
の
調
査
に

熱
意
の
あ
る
家
庭
の
主
婦
で
、
次
の

小
地
方
事
務
所
建
築
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〈
募
集
団
地
v

中
之
条
第
二
団
地
、
み
す
ず
台
団
地
、

五
加
団
地
、
別
所
団
地
、
学
海
団
地
、

域
団
地

〈
入
居
資
格
〉

V

一
般
向
け
資
格

ア
、
県
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
先

の
あ
る
人

イ
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
人

ウ
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

工
、
公
営
住
宅
収
入
基
準
に
該
当
す

る
人
(
第
一
種
県
営
住
宅
H
H
月
収

五
万
五
千
一
円
以
上
九
万
五
千
円

以
下
、
第
二
種
県
営
住
宅

1
五
万

五
千
円
以
下
)

V
単
身
入
居
資
格

前
記
ア
、
ウ
、
エ
の
ほ
か
に
六
十
歳

(
女
性
に
つ
い
て
は
五
十
歳
)
以
上

の
入
、
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
、
生
活
保
護
受
給

者
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者

'v多
家
族
世
帯
向
け
住
宅
資
格

一
般
向
け
資
格
ア
、
ウ
、
エ
の
ほ
か

に
原
則
と
し
て
六
十
歳
以
上
の
人
、

ま
た
は
心
身
障
害
者
を
含
む
六
人
以

上
の
家
族
構
成
で
あ
る
こ
と

〈
抽
選
日
・
渇
所
〉

三
月
十
五
日
開
午
前
一
時
三
十
分
、

合
同
庁
舎
三

O
二
・
三

O
三
号
会
議
室

(
応
募
者
が
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
し

ま
す
)

り
資
格
審
査
を
し
、
見
積
参
加
業
者
名

簿
に
掲
載
し
ま
す
。

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

管
理
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
3

昭
和
五
十
七
年
度
、
市
関
係
の
建
設

工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
「
建
設
工
事
参
加
資
格
審
査

申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
に

よ
り
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

必
要
書
類
・
・
・
①
建
設
工
事
参
加
資
格
審

査
申
請
書
、
②
市
税
完
納
証
明
書
、

③
代
表
者
の
身
元
証
明
書
、
④
経
営

事
項
審
査
申
請
書
の
写
し
、
⑤
委
任

状
ま
た
は
社
内
規
則
、
⑥
建
設
業
退

職
金
共
済
組
合
加
入
証
明
書
(
加
入

者
に
限
る
)

提
出
期
限
・
:
三
月
一
日
間
か
ら
同
三
十

11111111 

第4期言

今月の納税

固定資産税
(都市計画税)

国民健康保険税

〈
廃
車
な
ど
の
手
続
き
V

1
、
軽
自
動
車
は
、
長
野
県
自
家
用
自

一
日
附
ま
で

提
出
先
・
・
・
管
理
課
庶
務
係

市
育
英
会
の
貯
年
度

奨
学
生
を
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
4
5

有
線
②
0
8
6
1

資
格
・
:
①
昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら

高
等
学
校
(
全
日
制
、
定
時
制
)
に

進
学
す
る
中
学
生
②
昭
和
五
十
七

年
四
月
現
在
、
高
等
学
校
に
在
学
し

て
い
る
生
徒

申
込
方
法
・
:
在
学
し
て
い
る
中
学
校
、

高
等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
し

て
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
・
:
三
月
二
十
日
出

決
定
・
:
育
英
会
の
評
議
員
会
で
審
査

し
、
決
定
し
ま
す
。

今月の納税は、固定資産税(都市計

画税)第 4期と国民健康保険税第 9期

です。

税金は、納期内に納入されますよう

ごT動力ください。

今月の納期限は 3月 1日(月)です。

〈担税懐古⑫4100内線241・有線②0691>

豊かな環境

(市内中学生納税標語入選作品)

よりよいくらし納税で

乳
幼
児



国

(

国

今

秩

す

税

協

今

財

画

で

ご

刊

納;

古
里
団
地
は
三

D
K
以
上
の
住
宅

第 857号 ー

ー
固
定
資
産
税

1

課
税
台
帳
の
縦
覧
は

4
月
に
延
期

資
産
税
標

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
な
ど
に
課

税
す
る
回
定
資
産
の
価
格
を
、
納
税
者

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
基
準
年
度
の
た
め
評

価
替
え
も
あ
り
、
税
制
改
正
に
よ
る
地

方
税
の
国
会
審
議
が
遅
れ
、
期
日
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
四
月
に
延
期
す

る
予
定
で
す
。

期
日
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
「
広

報
う
、え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

だえつ-ω一一昭和57年 2月16日 広 報

市
消
費
物
資
等

監
視
員
を
募
集

生
活
環
境
銀
生
活
係

E
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

市
民
の
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
を
向
上

さ
せ
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
築
く
た

め
、
次
の
と
お
り
消
費
物
資
等
監
視
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
・
・
・
若
干
名

月
十
日
制
ま
で
に
、
合
同
庁
舎
三
階
上

募
集
資
絡
:
消
費
物
資
な
ど
の
調
査
に

熱
意
の
あ
る
家
庭
の
主
婦
で
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
②
昼
間
の

会
議
及
び
調
査
に
出
席
で
き
る
人

職
務
内
容
・
:
①
消
費
物
資
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
(
五
グ
ル
ー
プ
)
に
よ
る
調
査

及
び
個
人
に
よ
る
価
格
調
査
②
会

議
(
月
一
回
)
に
出
席
し
、
調
査
報

告
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
期
・
:
二
年

募
集
期
限
・
:
三
月
二
十
五
日
附

応
募
方
法
・
:
便
せ
ん
ま
た
は
は
が
き
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
う
、
ぇ
、
一
T
3
8
6

市
内
大
手

一
l
l
一
一
ー
ー
一
六
上
田
市
役
所
生

活
環
境
課
生
活
係
へ
郵
送
し
て
い
た

だ
く
か
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

管
財
室
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
5
5
・2
5
6

昭
和
五
十
七
年
度
、
市
へ
物
口
聞
の
納

入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
「
見
積
参
加
願
」

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
期
限
〉

一
一
月
二
十
七
日
出
ま
で
。
期
日
ま
で

に
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
市
の
規
則
に
よ

ま
すり

資
格
審
査
を
し
、
見
積
参
加
業
者
名

簿
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
提
出
先
v

管
財
室
(
市
役
所
三
階
)

〈
必
要
書
類
〉

①
見
積
参
加
願
②
営
業
概
要
調
書

③
事
業
経
歴
書
④
納
税
証
明
書
(
事

業
税
、
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
)
の
各
一
通

用
紙
は
管
財
室
に
あ
り
ま
す
。

軽
自
動
車
な
ど
の

廃
車
手
続
き
は

お
早
め
に

市
民
税
課
第
二
係

官

@
4
1
0
0
内
線

2
3
3

有
線
②
0
6
1
1

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現

在
、
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)
、
小

型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ガ
ー

デ
ン
な
ど
て
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
草
し
た
り
他
人
に
譲
り
渡
し
た
と

き
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

「
廃
車
し
た
の
に
、
税
金
が
か

か
っ
て
き
た
」
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ

の
大
部
分
は
、
廃
車
ま
た
は
名
儀
変
更

の
手
続
き
を
他
人
に
頼
ん
だ
が
、
手
続

き
が
し
て
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
状

で
す
。
廃
車
の
手
続
き
は
、
車
の
所
有

者
が
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

〈
廃
車
な
ど
の
手
続
き
〉

ー
、
軽
自
動
車
は
、
長
野
県
自
家
用
自

動
車
組
合
上
小
支
部
(
宮
⑫
0
5
9

5
)
な
ど
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
な
ど
は
、
市
役
所
市
民
税
課
ま

た
は
市
役
所
塩
田
支
所
、
川
西
支
所

.
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
の
場
合
は
「
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
」
「
印
鑑
」
を
、
名
儀
変
更
の
場
合
は

「
譲
渡
証
明
書
」
「
印
鑑
」
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

卦
且
里
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
工
謀
計
量
係

官
⑫
4
0
0
0
内
線

6
0
3

〈
応
募
資
格
v

食
料
品
関
係
の
小
売
業

を
営
ん
で
い
な
い
人
、
ま
た
は
こ
れ
に

携
わ

っ
て
い
な
い
家
庭
の
主
婦
で
、
次

の
条
件
に
該
当
す
る
人
。
①
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
、
②
過
去
に
計
量
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い
。

〈
職
務
内
容
v

指
定
す
る
期
間
内
に
購

入
し
た
商
品
の
目
方
を
日
誌
に
-
記
入
し
、

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
募
集
期
間
〉
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

〈
応
募
方
法
V

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
上
田
市
大
手
一

1

十
一

l
十
六

市
役
所
商
工
謀
計
量
係
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児

健
康
診
査

三
歳
児

三
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い

ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

去」い。
三歳児健康
診査日程表

会場 保健センター

地区

対

象 54年2月生
児

3月

乳幼児健康診査日程表

会場 保 健 セ ン ター 温図母子健康センター
川西社会福

祉センタ

対 4か月児 9か月児 1歳 6か月児 4・9か月児 l歳 6か月児 l歳 6か月児

象
56年11月生

昨:月生 55年:月生児 56年11月生 56年6月生 55年 9月生
56年 6月

地区 1:;回全区 川西全区

3 月 10日 17日 3日 24日 4日 18日 16日 9日 11日

A...塩尻、川辺、泉問、神川 、神科、笠殿

B...東部、南部、中央、北部、西部、城下



だ 昭和57年 2月16日一一一ω-

ぼくの家毎日が防火デーです

えつ広報一第 857号

1日

日
同
町
U-

全国火災予防運動・ 2月 28日~3月 13日

今
年
も
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

が
、
二
月
二
十
八
日
制
か
ら
三
月
十
三

日
出
ま
で
の
二
週
間
、
全
国
い
っ
せ
い

に
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
統
一
標
語
は

が
毎
日
が
防
火
デ

l
で
す
ぼ
く
の
家
~

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
風

も
強
く
、
火
災
が
起
き
や
す
い
気
象
状

況
に
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
火
災
が
発

生
す
る
と
、
強
い
風
に
あ
お
ら
れ
大
火

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
一
年
を
通
じ
て

火
災
の
発
生
が
一
番
多
い
季
節
で
す
。

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
が
ま

と
め
た
「
昭
和
五
十
六
年
、
火
災
統
計
」

に
よ
る
と
、
月
別
の
火
災
発
生
件
数
は

三
1
五
月
の
春
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
(
表
A
参
照
)
。
ま
た
、

時
間
別
の
火
災
発
生
件
数
で
は
、
午
後

四
時
か
ら
六
時
の
時
間
帯
に
火
災
が
一

褒A昭和56年月別火災発生件数表

番
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
(
表

B
参
照
)
。

こ
れ
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
夕
食
の
準

備
に
火
を
使
っ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ

ま
す
。一

一
月
末
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、
寒

さ
か
ら
あ
る
程
度
解
放
さ
れ
、
や
や
も

す
る
と
火
に
対
す
る
注
意
も
薄
れ
が
ち

に
な
る
よ
う
で
す
。
火
の
も
と
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
重
点
目
標

①
身
体
不
自
由
者
な
ど
を
中
心
と
し
た

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

②
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

③
防
火
対
象
物
に
か
か
る
表
示

・
公
表

制
度
の
普
及
の
徹
底

④
異
常
乾
燥
時
、
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

表A.Bとも上小地域広域行政事務組合「昭和56年火災統計」より

20 ~.t I I 
一一上田市内 47件
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表8昭和56年時間別火災発生件数表
上
回
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。
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一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。
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